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謹賀新年謹賀新年
1111月号月号 各部隊総合戦闘射撃各部隊総合戦闘射撃

師団格闘指導官養成・練成集合訓練師団格闘指導官養成・練成集合訓練
令和２年度弘前演習場師団統一整備令和２年度弘前演習場師団統一整備
師団機能別訓練（化学）師団機能別訓練（化学）
秋田県総合防災訓練秋田県総合防災訓練
令和２年度岩手県陸・海・空自衛隊殉職隊員合同追悼式令和２年度岩手県陸・海・空自衛隊殉職隊員合同追悼式

1212月号月号 みちのくALERT2020みちのくALERT2020

東北方面総監初度視察東北方面総監初度視察
令和２年度岩手山演習場秋季統一整備令和２年度岩手山演習場秋季統一整備
警察との共同実動訓練警察との共同実動訓練
師団機能別訓練（衛生）師団機能別訓練（衛生）
師団化学火工品技能者集合訓練師団化学火工品技能者集合訓練

11月号月号 新年のご挨拶新年のご挨拶

第９師団　2020年を振り返って第９師団　2020年を振り返って

各号連載　指揮官コラム「飛竜乗雲」各号連載　指揮官コラム「飛竜乗雲」

第20回　第39普通科連隊長　木原　邦洋 第20回　第39普通科連隊長　木原　邦洋 
「喜々として働く」「喜々として働く」

第21回　第９高射特科大隊長　梅坪　弘一 第21回　第９高射特科大隊長　梅坪　弘一 
「継続は力なり」「継続は力なり」 



本
訓
練
は
、
各
戦
闘
団
の

実
弾
射
撃
を
伴
う
攻
撃
に
お

け
る
戦
闘
力
の
組
織
化
及
び

各
部
隊
・
各
射
撃
等
の
練
度

向
上
を
目
的
と
し
て
、
各
戦

闘
団
に
訓
練
基
盤
を
付
与

し
、
全
普
通
科
中
隊
が
特

科
・
機
甲
科
部
隊
と
協
同
し

た
総
合
戦
闘
射
撃
を
実
施
し

た
。

当
初
、
第
５
普
通
科
連
隊

（
連
隊
長
・
榮
村
１
佐
）
が

八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
九

日
ま
で
の
間
、
次
い
で
第
21

普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
五

十
嵐
１
佐
）
が
九
月
一
日
か

ら
四
日
ま
で
の
間
、
最
後
に

第
39
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長
・
木
原
１
佐
）
が
九
月
五

日
か
ら
十
日
ま
で
の
間
、
そ

れ
ぞ
れ
に
射
撃
を
実
施
し
、

こ
の
間
、
協
同
部
隊
と
し
て

第
９
戦
車
大
隊
（
大
隊
長
・

横
川
２
佐
）
及
び
方
面
特
科

連
隊
（
連
隊
長
・
香
川
１

佐
）
が
参
加
し
た
。

方
面
特
科
連
隊
は
、
本
年

三
月
の
新
編
後
、
二
度
目
の

協
同
訓
練
参
加
と
な
っ
た
。

第
９
師
団
（
師
団
長
・
亀
山
陸
将
）
は
、
八
月
二
十
三
日
か

ら
九
月
十
日
ま
で
の
間
、
岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
総
合
戦
闘

射
撃
を
実
施
し
て
、
各
戦
闘
団
の
実
弾
射
撃
を
伴
う
攻
撃
に
お

け
る
戦
闘
力
の
組
織
化
及
び
各
部
隊
・
各
射
撃
等
の
練
度
向
上

を
図
っ
た
。

師
団
は
、「
令
和
二
年
度

師
団
格
闘
指
導
官
養
成
・
練

成
集
合
訓
練
」
を
実
施
中
で

あ
る
。

本
訓
練
は
、
第
39
普
通
科

連
隊
長
（
木
原
１
佐
）
を
担

任
官
と
し
、
部
隊
格
闘
指
導

官
候
補
者
に
必
要
な
知
識
及

び
技
能
を
習
得
さ
せ
て
練
度

を
判
定
し
資
格
を
付
与
す
る

と
と
も
に
、
既
に
資
格
を
付

与
さ
れ
て
い
る
格
闘
指
導
官

の
練
成
訓
練
及
び
資
格
更
新

を
実
施
し
、
部
隊
格
闘
指
導

官
の
練
度
維
持
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

当
初
、
養
成
訓
練
に
参
加

す
る
隊
員
を
選
考
す
る
た
め
、

八
月
三
十
一
日
か
ら
九
月
三

日
ま
で
の
間
に
特
級
検
定
を
、

九
月
七
日
か
ら
十
日
の
間
に

素
養
試
験
を
実
施
し
た
。

素
養
試
験
は
、
か
が
み
跳

躍
、
腕
立
て
伏
せ
、
腹
筋
、

懸
垂
、
２
０
０
０
ｍ
走
（
執

銃
）、
四
方
受
身
を
実
施
す

る
「
体
力
測
定
」、
試
験
官

か
ら
指
示
さ
れ
た
技
を
繰
り

出
す
第
１
課
題
、
武
器
携
行

時
ま
た
は
徒
手
に
お
い
て
、

指
導
官
か
ら
の
攻
撃
を
排

除
・
制
圧
す
る
第
２
課
題
の

動
作
を
繰
り
返
し
実
施
す
る

「
特
級
課
目
」、
筆
記
試
験
の

「
学
科
」
の
三
つ
で
構
成
さ

れ
、
受
験
者
は
屋
内
・
外
で

猛
暑
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
闘

志
を
燃
や
し
て
試
験
に
取
り

組
ん
だ
。

十
四
日
、
素
養
試
験
を
見戦車の射撃（９戦大）戦車の射撃（９戦大） FH70の射撃（東北特連）FH70の射撃（東北特連） 執銃時の2000m走（体力測定）執銃時の2000m走（体力測定）

特級検定の実施特級検定の実施
01ATMの車上射撃（５普連）01ATMの車上射撃（５普連） 小銃小隊の射撃（39普連）小銃小隊の射撃（39普連）

普戦協同による攻撃前進（21普連）普戦協同による攻撃前進（21普連）

協同連携を発揮した総合戦闘射撃協同連携を発揮した総合戦闘射撃

39 普連

師
団
格
闘
指
導
官

養
成
・
練
成
集
合
訓
練

師 団 長
要望事項

11月号11月号

第９師団

プロフェッショナ
ルで
あ
れ

強
固
な
絆
を
築
け



飛
竜
乗
雲

（
ひ
り
ゅ
う
じ
ょ
う
う
ん
）

「
喜
々
と
し
て
働
く
」

第
39
普
通
科
連
隊
長

１
等
陸
佐木

原
邦
洋

最
近
、
調
べ
も
の
を
し
て
い

て
、
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

の
新
定
説
を
知
っ
た
。
ど
う
や

ら
最
近
の
こ
と
で
は
な
く
、
単

に
私
の
勉
強
不
足
で
最
近
知
っ

た
だ
け
だ
が
、
紹
介
し
た
い
。

ご
存
知
の
通
り
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
は
巨
大
な
石
を
積
み
上
げ
た

建
造
物
だ
が
、
そ
の
作
業
工
程

は
、
①
石
を
切
り
出
す
、
②
石

を
運
ぶ
、
③
石
を
積
み
上
げ
る

３
つ
の
行
程
と
な
る
。
有
名
な

ク
フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
れ

ば
、
そ
の
大
き
さ
は
底
辺
の
一

辺
が
約
２
３
０
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
は
約
１
４
６
メ
ー
ト
ル
で
、

使
わ
れ
た
石
材
の
体
積
は
東
京

ド
ー
ム
２
杯
分
に
な
る
。
こ
れ

を
ト
ラ
ッ
ク
も
ク
レ
ー
ン
も
な

い
、
掘
削
機
ど
こ
ろ
か
鉄
器
も

な
い
時
代
に
、
砂
漠
で
人
力
に

よ
り
作
業
す
る
こ
と
は
、
長
期

の
防
御
訓
練
を
実
施
し
た
経
験

の
あ
る
自
衛
官
な
ら
、
そ
の
大

変
さ
は
容
易
に
想
像
で
き
る
ど

こ
ろ
か
、
想
像
を
絶
す
る
重
労

働
で
あ
ろ
う
。

私
が
習
っ
た
小
学
校
の
教
科

書
で
は
、
奴
隷
が
鞭
で
叩
か
れ

な
が
ら
大
き
な
石
材
を
運
ん
で

い
る
様
子
が
載
っ
て
い
た
は
ず

だ
。
私
も
当
時
自
衛
官
だ
っ
た

父
に
殴
ら
れ
て
育
っ
た
利
か
ん

坊
だ
っ
た
の
で
、
子
供
心
に

「
こ
り
ゃ
相
当
痛
い
鞭
だ
ろ
う
」

と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
現

在
の
定
説
で
は
間
違
っ
て
い
る

そ
う
だ
。
石
を
運
ん
で
い
た
の

は
奴
隷
で
は
な
く
て
エ
リ
ー
ト

層
を
含
む
一
般
市
民
で
あ
り
、

鞭
で
叩
か
れ
て
嫌
々
作
業
し
て

い
た
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

の
国
を
愛
し
、
そ
の
共
同
体
の

長
た
る
王
の
た
め
、
そ
し
て
、

当
時
で
は
貴
重
な
飲
み
物
だ
っ

た
が
、
作
業
終
了
時
に
振
舞
わ

れ
る
ビ
ー
ル
の
た
め
に
、
彼
ら

は
喜
々
と
し
て
、
こ
の
途
方
も

な
い
任
務
を
完
遂
し
た
と
い
う

の
が
、
現
在
の
定
説
で
あ
り
、

嫌
々
で
は
、
こ
の
偉
業
は
達
成

で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
さ

れ
て
い
る
。
因
み
に
某
ビ
ー
ル

会
社
は
、「
ビ
ー
ル
が
飲
め
た

か
ら
市
民
た
ち
は
参
加
し
た
」

と
ビ
ー
ル
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
る
ネ
タ
と
し
て
、
こ
の
話
を

紹
介
し
て
い
る
。

愛
す
る
国
（
地
元
や
地
域
）

の
た
め
、
運
命
共
同
体
で
あ
る

部
隊
や
共
に
働
く
仲
間
の
た

め
、
そ
し
て
任
務
を
達
成
し
た

後
の
ビ
ー
ル
の
た
め
な
ら
、
我

が
連
隊
の
隊
員
は
、
ど
ん
な
に

困
難
な
任
務
も
、
鞭
で
叩
か
ず

と
も
、
喜
々
と
し
て
立
ち
向
か

っ
て
く
れ
る
気
が
し
て
な
ら
な

い
。
き
っ
と
今
も
昔
も
叩
か
れ

て
嫌
々
仕
事
を
す
る
者
が
困
難

な
任
務
を
完
遂
で
き
る
訳
が
な

い
は
ず
で
あ
る
。

師
団
は
、
令
和
二
年
七
月

十
三
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で

の
間
、
弘
前
演
習
場
に
お
い

て
令
和
二
年
度
弘
前
演
習
場

師
団
統
一
整
備
を
実
施
し

た
。本

演
習
場
整
備
は
、
第
39

普
通
科
連
隊
（
連
隊
長
・
木

原
１
佐
）
が
整
備
担
任
官
と

な
り
、
第
９
後
方
支
援
連

隊
、
第
９
施
設
大
隊
、
第
９

偵
察
隊
か
ら
の
支
援
を
受

け
、
演
習
場
の
機
能
の
維

持
・
向
上
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

機
能
維
持
整
備
は
、
荒
廃

し
た
道
路
表
面
を
グ
レ
ー
ダ

及
び
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
で
整
地

す
る
「
機
動
路
の
補
修
整

備
」、
地
域
の
除
草
、
軽
易

な
道
路
補
修
、
道
路
沿
い
の

側
溝
を
整
備
す
る
「
幹
線
道

路
補
修
整
備
」、
土
嚢
及
び

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
設
置
、

水
路
変
更
の
た
め
に
側
溝
の

形
状
を
変
化
さ
せ
た
「
機
動

路
崩
落
個
所
危
険
表
示
及
び

浸
水
防
止
処
置
」、
機
械
力

を
も
っ
て
整
地
及
び
損
傷
個

所
を
補
修
を
し
た
「
爆
破
訓

練
場
の
整
備
」、
視
射
界
確

保
の
た
め
、
樹
木
を
間
伐
す

る
「
立
木
伐
採
」
の
五
つ
の

整
備
を
実
施
し
た
。

機
能
向
上
整
備
で
は
、
射

場
で
の
小
銃
基
本
射
撃
並
び

に
各
個
及
び
小
部
隊
の
戦
闘

射
撃
の
基
盤
を
確
保
す
る
た

め
、
無
石
土
に
よ
る
敷
均
し

及
び
排
水
設
備
を
構
築
し
た

「
射
場
フ
ラ
ッ
ト
化
整
備
」

を
実
施
し
た
。

本
演
習
場
整
備
は
、
二
カ

月
に
わ
た
る
長
期
の
整
備
期

間
と
な
っ
た
が
、
各
部
隊
が

真
摯
に
整
備
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
緊
密
に
相
互
連
携

し
て
整
備
を
完
遂
し
た
。

九
月
五
日
、
岩
手
駐
屯
地

慰
霊
碑
前
に
お
い
て
「
令
和

二
年
度
岩
手
県
陸
・
海
・
空

自
衛
隊
殉
職
隊
員
合
同
追
悼

式
」
が
挙
行
さ
れ
た
。

式
に
は
、
関
係
市
町
村
長

を
は
じ
め
と
す
る
ご
来
賓
、

駐
屯
地
各
部
隊
長
が
参
列

し
、
陸
・
海
・
空
殉
職
隊
員

の
冥
福
を
祈
り
そ
の
遺
徳
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

職
に
殉
ぜ
ら
れ
た
御
霊
に
対

し
祈
り
を
捧
げ
た
。

参
列
部
隊
は
、
国
防
と
い

う
崇
高
な
任
務
の
礎
を
築
い

た
御
霊
の
遺
志
を
引
き
継

ぎ
、
い
か
な
る
任
務
も
即
動

必
遂
で
き
る
強
靭
な
部
隊
で

あ
り
続
け
る
こ
と
を
改
め
て

心
に
誓
っ
た
。
最
後
に
儀
じ

よ
う
隊
に
よ
る
「
弔
銃
」
が

響
き
渡
り
、
追
悼
式
は
厳
粛

か
つ
し
め
や
か
に
、
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

八
月
三
十
日
、
第
21
普
通

科
連
隊
（
連
隊
長
・
五
十
嵐

１
佐
）
は
、
秋
田
県
由
利
本

荘
市
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た

「
令
和
二
年
度
秋
田
県
総
合

防
災
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

秋
田
県
が
主
催
す
る
本
訓

練
へ
の
参
加
に
お
い
て
は
、

自
治
体
及
び
関
係
部
外
機
関

等
と
の
共
同
連
携
要
領
に
つ

い
て
演
練
し
、
災
害
対
処
能

力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
倒

壊
家
屋
か
ら
の
救
出
救
助
訓

練
（
以
下
救
助
訓
練
）、
避

難
所
開
設
運
営
訓
練
、
防
災

フ
ェ
ア
に
お
け
る
装
備
品
展

示
を
実
施
し
た
。

救
助
訓
練
で
は
、
地
震
及

び
津
波
に
よ
っ
て
被
災
し
た

由
利
本
荘
市
に
お
い
て
、
災

害
対
策
本
部
が
災
害
応
急
対

策
を
開
始
す
る
と
い
う
想
定

の
下
、
連
隊
は
現
地
調
整
本

部
か
ら
の
通
報
に
基
づ
く
被

災
現
場
へ
の
移
動
、
瓦
礫
の

除
去
作
業
、
要
救
助
者
の
発

見
及
び
救
出
救
助
、
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
へ
の
引
継
ぎ
ま
で
を
実
施

し
た
。

避
難
所
開
設
運
営
訓
練
で

は
、
野
外
炊
具
１
号
及
び
水

ト
レ
ー
ラ
を
展
開
さ
せ
て
野

外
炊
事
場
を
開
設
し
た
。

ま
た
、
防
災
フ
ェ
ア
で
は

高
機
動
車
、軽
装
甲
機
動
車
、

オ
ー
ト
バ
イ（
偵
察
用
）、１

1/2
救
急
車
、
人
命
救
助
シ
ス

テ
ム
Ⅰ
型
及
び
Ⅱ
型
、
災
害

用
ド
ロ
ー
ン
等
の
装
備
品
の

ほ
か
、
災
害
派
遣
に
関
係
す

る
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、

防
災
知
識
の
普
及
及
び
防
災

意
識
の
向
上
を
図
っ
た
。

事
突
破
し
た
隊
員
は
、
担
任

官
か
ら
の
訓
示
を
受
け
、
決

意
を
新
た
に
訓
練
に
挑
ん
で

い
る
。

第
９
化
学
防
護
隊
（
隊

長
・
北
２
佐
）
は
、
八
月
二

十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

の
間
、
青
森
駐
屯
地
に
お
い

て
「
令
和
二
年
度
師
団
機
能

別
訓
練
（
化
学
）」
を
実
施

し
た
。

本
訓
練
は
、
第
９
化
学
防

護
隊
が
担
任
し
、
師
団
隷
下

各
部
隊
の
化
学
特
技
者
に
対

す
る
練
度
の
維
持
・
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
度

実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は

各
個
及
び
部
隊
に
お
け
る
除

染
に
つ
い
て
訓
練
し
た
。

訓
練
開
始
に
お
い
て
担
任

官
か
ら
「
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
に
係
る

事
態
が
生
起
し
た
際
、
部

隊
・
隊
員
を
守
る
た
め
化
学

特
技
者
た
る
諸
官
が
自
信
を

持
っ
て
職
務
を
遂
行
で
き
る

よ
う
、
必
要
な
知
識
・
技
能

の
維
持
・
向
上
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
。」
と
の
訓
示
が

あ
り
、
参
加
者
は
部
隊
に
お

け
る
化
学
特
技
者
と
し
て
の

責
任
を
あ
ら
た
め
て
認
識

し
、
訓
練
に
臨
ん
だ
。

訓
練
は
当
初
、
各
個
の
除

染
（
緊
急
除
染
）
要
領
に
つ

い
て
演
練
し
た
が
、
実
際
の

個
人
用
除
染
具
（
個
人
用
防

護
装
備
の
附
属
品
）
を
使
用

す
る
の
は
初
め
て
の
隊
員
も

お
り
、
緊
張
し
た
表
情
で
教

官
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。

部
隊
除
染
で
は
、
部
隊
除

染
所
の
開
設
・
運
営
に
つ
い

て
演
練
し
、
特
に
除
染
所
内

で
の
汚
染
の
管
理
要
領
や
統

制
事
項
等
に
つ
い
て
教
育
を

受
け
た
後
、
部
隊
ご
と
除
染

所
を
開
設
し
た
。
開
設
さ
れ

た
除
染
所
に
お
い
て
人
員
除

染
を
実
施
す
る
頃
に
は
三
十

度
を
超
え
る
暑
さ
で
あ
っ
た

が
、
化
学
防
護
衣
を
着
用
し

た
参
加
者
は
真
剣
に
訓
練
に

励
み
自
ら
の
特
技
に
磨
き
を

か
け
て
い
た
。

参
加
し
た
化
学
特
技
者
が

本
訓
練
の
成
果
を
隊
員
に
普

及
し
、
部
隊
の
特
殊
武
器
防

護
能
力
が
更
に
向
上
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

射場のフラット化射場のフラット化

第９音楽隊による追悼演奏第９音楽隊による追悼演奏 防災フェアでの装備品展示防災フェアでの装備品展示

瓦礫の除去瓦礫の除去儀仗隊による弔銃儀仗隊による弔銃

機動路の補修機動路の補修 除染所の運営除染所の運営 緊急除染緊急除染

執銃時の2000m走（体力測定）執銃時の2000m走（体力測定）

第１課題の実施（特級課目）第１課題の実施（特級課目） 第２課題の実施（特級課目）第２課題の実施（特級課目）

９化防

弘 前
演習場

岩 手
駐屯地

21普連

師
団
格
闘
指
導
官

養
成
・
練
成
集
合
訓
練

師
団
機
能
別
訓
練（
化
学
）

令
和
二
年
度
弘
前
演
習
場

師
団
統
一
整
備

令
和
二
年
度
岩
手
県
陸
・
海
・
空

自
衛
隊
殉
職
隊
員
合
同
追
悼
式

秋
田
県
総
合
防
災
訓
練



―青森県、各市町村及び防災関係機関と連携―

第
９
師
団
は
、
十
一
月
十

日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
間
、

岩
手
山
演
習
場
に
お
い
て
、

「
令
和
二
年
度
岩
手
山
演
習

場
秋
季
統
一
整
備
」
を
実
施

し
た
。

本
演
習
場
整
備
で
は
、
第

９
師
団
長
が
整
備
担
任
官
と

な
り
、
副
師
団
長
を
整
備
隊

長
と
し
て
、
演
習
場
の
各
種

訓
練
施
設
、
管
理
施
設
、
機

動
路
等
の
演
習
場
機
能
を
維

持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
師
団
隷
下
十
三
個
部

隊
及
び
方
面
特
科
連
隊
、
第

２
施
設
団
を
含
む
約
二
千
名

が
参
加
し
、
機
能
改
善
・
向

上
整
備
、
構
造
改
革
整
備
、

そ
の
他
の
整
備
の
三
つ
に
区

分
し
て
整
備
を
実
施
し
た
。

当
初
、
同
演
習
場
に
お
い

て
、
整
備
隊
本
部
企
画
統
制

部
が
全
部
隊
に
対
す
る
安
全

教
育
を
実
施
後
、
野
整
備
部

隊
等
を
対
象
に
、
演
習
場
整

備
器
材
Ｘ
型
（
ウ
ッ
ド
チ
ッ

パ
ー
）
の
取
扱
い
及
び
整
備

要
領
を
教
育
し
て
事
故
の
絶

無
を
図
っ
た
。

機
能
改
善
・
向
上
整
備
で

師
団
は
、
東
通
オ
フ
サ
イ

ト
セ
ン
タ
ー
及
び
青
森
県
市

町
村
の
計
画
し
た
場
所
に
お

い
て
、「
み
ち
の
く
ア
ラ
ー

ト
２
０
２
０
（
実
動
訓
練
）」

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
原
子
力
災
害

に
係
る
各
種
支
援
活
動
を
練

成
し
、
原
子
力
災
害
対
処
能

力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
お

け
る
現
地
で
の
自
治
体
及
び

関
係
機
関
と
の
更
な
る
連
携

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

十
一
月
十
一
日
は
、
東
通

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
ヘ
リ

ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
第
９
飛

行
隊
の
統
制
の
下
、
照
明
誘

導
に
よ
る
夜
間
離
着
陸
訓
練

を
実
施
し
た
。

翌
十
二
日
は
、
第
９
飛
行

隊
が
旧
小
田
野
沢
小
中
学
校

及
び
旧
南
部
中
学
校
か
ら
東

通
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
ヘ

リ
ポ
ー
ト
ま
で
の
「
住
民
避

難
訓
練
（
空
路
）」、
第
９
化

学
防
護
隊
に
よ
る
野
辺
地
町

行
政
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
「
車
両
除
染
訓

練
」、
第
５
普
通
科
連
隊
に

よ
る
東
通
村
役
場
及
び
東
通

村
体
育
館
に
お
け
る
「
物
資

輸
送
訓
練
」
を
そ
れ
ぞ
れ
に

実
施
し
た
。

住
民
避
難
訓
練
（
空
路
）

は
、
孤
立
し
た
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
※

１
）
か
ら
の
住
民
避
難
支
援

と
い
う
想
定
で
、
要
避
難
対

象
者
（
県
職
員
四
名
）
を
Ｕ

Ｈ

－

１
（
多
用
途
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
）
に
搭
乗
さ
せ
、
東
通

オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
ヘ
リ

ポ
ー
ト
ま
で
の
空
輸
を
実
施

し
た
。

車
両
除
染
訓
練
で
は
、
Ｕ

Ｐ
Ｚ
（
※
２
）
か
ら
離
脱
し

て
き
た
緊
急
車
両
に
対
す
る

除
染
を
行
っ
た
。

物
資
輸
送
訓
練
に
お
い
て

は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
も
っ

て
物
資
集
積
所
（
東
通
村
役

場
）
か
ら
避
難
場
所
（
東
通

村
体
育
館
）
ま
で
の
非
常
食

等
の
輸
送
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
の
実
施
担
当
を
通

じ
、
震
災
等
に
係
る
原
子
力

災
害
対
処
能
力
の
維
持
・
向

上
及
び
青
森
県
を
は
じ
め
と

す
る
防
災
関
係
機
関
と
の
現

地
に
お
け
る
連
携
強
化
を
図

っ
た
。

※
１　

予
防
的
防
護
措
置
を

準
備
す
る
区
域

※
２　

緊
急
防
護
措
置
を
準

備
す
る
地
域

第
９
師
団
（
師
団
長
・
亀
山
陸
将
）
は
、
十
一
月
十
一
日
・

十
二
日
の
二
日
間
、「
み
ち
の
く
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
２
０
２
０
（
実
動
訓

練
）」
を
実
施
し
た
。

青
森
駐
屯
地
及
び
弘
前
駐

屯
地
は
、
十
月
二
十
日
及
び

二
十
一
日
、
そ
れ
ぞ
れ
東
北

方
面
総
監
の
視
察
を
受
け

た
。東

北
方
面
総
監
は
、
各
駐

屯
地
に
所
在
す
る
部
隊
長
等

車両除染訓練車両除染訓練

物資輸送訓練物資輸送訓練

住民避難訓練（空路）住民避難訓練（空路）

防災関係者との調整防災関係者との調整

練
磨
の
道
場
を
整
備

令
和
二
年
度

岩
手
山
演
習
場
秋
季
統
一
整
備

東
北
方
面
総
監
　

東
北
方
面
総
監
　

　
　
　
初
度
視
察

　
　
　
初
度
視
察

青
森
駐
屯
地
・
弘
前
駐
屯
地

青
森
駐
屯
地
・
弘
前
駐
屯
地

師 団 長
要望事項

第９師団

プロフェッショナ
ルで
あ
れ

強
固
な
絆
を
築
け

12月号12月号



飛
竜
乗
雲

（
ひ
り
ゅ
う
じ
ょ
う
う
ん
）

「
継
続
は
力
な
り
」

第
９
高
射
特
科
大
隊

２
等
陸
佐梅

坪
弘
一

冒
頭
か
ら
ゴ
ル
フ
の
話
で

恐
縮
で
す
が
、
先
日
や
っ
と

１
０
０
を
切
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
を
や
り
始

め
て
六
年
、
長
い
道
の
り
で

し
た
が
、
次
は
さ
ら
に
目
標

を
上
に
設
定
し
、
継
続
し
て

練
習
に
励
も
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。【
継
続
は
力
な
り
】は
、

一
般
的
に
は
何
事
も
継
続
す

れ
ば
成
功
に
つ
な
が
る
と
い

う
意
味
で
、
誰
で
も
目
標
を

も
っ
て
続
け
れ
ば
成
功
す

る
、
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
わ
ざ
で

す
。
成
功
す
る
た
め
に
は
、

や
み
く
も
に
頑
張
る
だ
け
で

は
な
く
反
省
す
る
こ
と
が
必

要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

将
棋
界
で
は
、
感
想
戦
と

い
う
も
の
を
実
施
す
る
そ
う

で
す
が
、
対
局
後
に
そ
れ
ぞ

れ
の
場
面
で
自
分
が
何
を
考

え
た
の
か
を
語
り
合
い
、
よ

り
良
い
一
手
が
あ
っ
た
の
か

を
共
同
作
業
で
探
求
す
る
そ

う
で
す
。

我
々
も
、
訓
練
終
了
後
に

研
究
会（
Ａ
Ａ
Ｒ
）を
実
施
し

ま
す
が
、
何
が
悪
か
っ
た
の

か
、
ど
う
す
れ
ば
良
か
っ
た

の
か
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と

が
成
長
の
近
道
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
継
続
す
る
た
め

に
は
好
き
に
な
る
こ
と
が
大

き
な
要
素
で
す
が
、
そ
の
反

面
、
き
つ
い
こ
と
や
嫌
な
こ

と
が
生
起
す
る
と
途
中
で
や

め
た
く
な
る
の
も
事
実
で

す
。
生
活
し
て
い
く
に
は
仕

事
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
が
、
ど
の
よ
う
な
職
務
で

も
楽
な
仕
事
は
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
自
衛
官
と
い
う
職

を
続
け
て
い
く
に
は
、
厳
し

い
訓
練
、
職
務
換
え
、
転
属

等
の
様
々
な
試
練
が
あ
り
ま

す
。
入
隊
し
て
間
も
な
い
頃

は
、
想
像
し
て
い
た
の
と
違

う
、
自
分
に
は
向
い
て
い
な

い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ

こ
で
や
め
る
と
い
う
選
択
で

は
な
く
、
二
年
間
は
継
続
す

る
と
い
う
よ
う
な
短
期
目
標

を
設
定
し
、
目
の
前
の
こ
と

を
が
む
し
ゃ
ら
に
や
り
続
け

る
。
今
は
結
果
が
見
え
な
く

て
も
、
努
力
が
報
わ
れ
な
く

て
も
頑
張
っ
て
継
続
し
て
い

れ
ば
、
い
つ
か
は
自
信
を
持

っ
て
職
務
を
遂
行
で
き
る
と

信
じ
て
自
衛
官
と
い
う
職
業

を
継
続
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

「
続
け
て
良
か
っ
た
な
」と

入
隊
か
ら
三
十
五
年
が
経

ち
、
今
思
う
気
持
ち
で
す
。

は
、
総
合
戦
闘
射
撃
の
基
盤

と
な
る
小
火
器
戦
闘
射
場
、

戦
車
戦
闘
射
場
の
拡
張
及
び

多
機
能
化
等
の
改
修
を
実
施

し
、
よ
り
実
戦
的
な
射
撃
訓

練
基
盤
を
構
築
し
た
。

構
造
改
革
整
備
で
は
、
部

隊
の
機
動
発
揮
を
容
易
に
す

る
た
め
、
機
動
路
及
び
排
水

設
備
の
新
設
並
び
に
改
修
を

実
施
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
整
備
に

お
い
て
は
、
訓
練
施
設
及
び

幹
線
道
路
の
維
持
補
修
、
弾

着
地
整
備
、
廠
舎
地
区
整
備

並
び
に
法
面
補
修
等
、
演
習

場
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め

の
整
備
を
実
施
し
た
。
併
せ

て
、
参
加
部
隊
は
、
本
整
備

の
場
を
隊
務
の
総
合
一
体
化

の
機
会
と
捉
え
、
任
務
遂
行

能
力
の
向
上
、
服
務
指
導
及

び
指
揮
の
要
訣
の
実
践
に
よ

る
実
員
指
揮
能
力
向
上
に
取

り
組
ん
だ
。

ま
た
、
十
三
日
、
方
面
総

監
の
視
察
を
受
け
、
状
況
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
現
場

の
整
備
状
況
を
確
認
、
指
導

い
た
だ
い
た
。

師
団
は
、
十
月
二
十
六
日

か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
、
岩

手
駐
屯
地
及
び
岩
手
山
演
習

場
に
お
い
て
、
化
学
火
工
品

技
能
者
の
練
度
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
令

和
二
年
度
化
学
火
工
品
処
理

技
能
者
集
合
訓
練
」
を
実
施

し
た
。

本
訓
練
は
、
第
９
化
学
防

護
隊
（
隊
長
・
北
２
佐
）
が

担
任
と
な
り
、
師
団
隷
下
八

個
部
隊
計
二
十
一
名
が
参
加

し
、
火
薬
類
取
締
法
、
火
薬

類
の
取
扱
い
、
化
学
火
工
品

の
取
扱
い
及
び
処
理
要
領
を

課
目
と
す
る
訓
練
を
実
施
し

た
。二

十
六
日
は
、
火
薬
類
取

締
法
及
び
関
係
文
書
・
教
範

等
に
加
え
て
、
事
故
事
例
を

踏
ま
え
た
安
全
管
理
及
び
学

科
教
育
を
実
施
し
た
。

翌
二
十
七
日
か
ら
は
、
各

種
展
示
を
通
じ
て
、
化
学
火

工
品
の
取
扱
い
全
般
に
関
す

る
安
全
事
項
の
指
導
を
実
施

し
た
後
、
発
煙
黄
り
ん
手
り

ゅ
う
弾
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
化
学
火
工
品
の
取
扱
い
に

つ
い
て
演
練
し
た
。

参
加
隊
員
は
、
各
訓
練
に

師
団
は
、
十
一
月
四
日
か

ら
六
日
ま
で
の
間
、
青
森
駐

屯
地
に
お
い
て
、
師
団
内
衛

生
科
隊
員
の
衛
生
救
護
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
師
団
機
能
別
訓
練

（
衛
生
）
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
９
後
方
支

援
連
隊
衛
生
隊
（
隊
長
・
椎

屋
３
佐
）
が
担
任
部
隊
と
な

り
、
師
団
隷
下
八
個
部
隊
及

び
青
森
駐
屯
地
業
務
隊
の
衛

生
科
隊
員
が
参
加
し
、
冬
季

を
想
定
し
た
収
容
所
治
療
訓

練
を
実
施
し
た
。

初
日
で
あ
る
四
日
は
、
全

般
説
明
を
実
施
し
た
後
、
収

容
所
治
療（
各
種
手
技
訓
練
）

と
し
て
、
観
察
要
領
、
輪
状

甲
状
靭
帯
切
開
・
胸
腔
ド
レ

ナ
ー
ジ
・
静
脈
路
確
保
等
の

気
道
・
呼
吸
・
循
環
管
理
に

必
要
な
処
置
及
び
医
官
の
介

助
要
領
に
つ
い
て
演
練
し
た
。

翌
五
日
は
、
総
合
訓
練
と

し
て
、
連
隊
収
容
所
に
お
け

る
医
官
と
連
携
し
た
収
容
所

治
療
を
一
連
の
流
れ
で
実
施

し
た
。
そ
の
後
、
寒
冷
損
傷

の
対
処
要
領
と
し
て
、
病
態

生
理
・
治
療
を
含
め
た
傷
病

の
理
解
及
び
冬
季
を
想
定
し

た
連
隊
収
容
所
の
一
案
に
つ

い
て
展
示
・
説
明
を
実
施
し

た
。最

終
日
六
日
に
は
、
冬
季

を
想
定
し
た
連
隊
収
容
所
に

お
け
る
寒
冷
損
傷
対
処
訓
練

を
実
施
し
た
ほ
か
、
参
加
隊

員
に
よ
る
意
見
交
換
を
行

し
た
。

本
訓
練
は
、
治
安
出
動
下

に
お
け
る
自
衛
隊
と
警
察
相

互
の
任
務
区
分
に
基
づ
く
緊

密
な
連
携
要
領
を
演
練
し
、

対
処
能
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
秋
田
県

内
へ
の
武
装
工
作
員
の
不
法

侵
入
に
対
し
、
自
衛
隊
に
治

安
出
動
が
下
令
さ
れ
た
と
い

う
想
定
で
実
施
し
た
。

当
初
、
秋
田
県
警
の
パ
ト

カ
ー
の
先
導
に
よ
る
緊
急
輸

送
訓
練
を
実
施
し
、
部
隊
の

前
進
要
領
を
演
練
し
た
。
じ

後
、
共
同
検
問
に
お
け
る
各

種
対
処
要
領
及
び
共
同
調
整

所
の
設
営
・
運
営
要
領
を
演

練
し
た
。

特
に
、
共
同
検
問
に
お
い

て
は
、
秋
田
駐
屯
地
の
隊
員

を
武
装
工
作
員
と
し
て
運
用

し
た
襲
撃
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
警
察
側
も
バ
ト
ラ

（
赤
外
線
交
戦
装
置
）
を
装

着
し
て
交
戦
状
況
を
確
認
す

る
等
、
各
種
対
処
要
領
に
つ

い
て
演
練
し
た
。
こ
の
際
、

訓
練
を
よ
り
リ
ア
ル
に
行
う

た
め
、
自
衛
隊
の
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
し
、
不
審
者
の
追
跡

を
実
施
し
た
。

ま
た
、
治
安
出
動
下
に
お

け
る
活
動
状
況
の
配
信
を
目

的
と
し
た
動
画
配
信
者
が
接

触
し
て
き
た
状
況
を
付
与

し
、
そ
の
対
応
を
演
練
す
る

と
と
も
に
、
警
察
か
ら
適
切

な
対
応
要
領
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
た
。

訓
練
終
了
後
に
行
わ
れ
た

合
同
研
究
会
に
お
い
て
は
、

本
訓
練
で
の
成
果
と
教
訓
を

も
と
に
、
自
衛
隊
と
警
察
の

相
互
連
携
要
領
に
つ
い
て
検

討
し
、
活
発
に
意
見
を
交
換

し
た
。

今
回
の
訓
練
に
お
い
て
自

衛
隊
と
警
察
は
、
共
同
連
携

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と

と
も
に
、
密
接
な
連
携
と
強

固
な
信
頼
関
係
を
よ
り
深
め

た
。

お
い
て
、
安
全
な
作
業
間

隔
、
衝
撃
・
接
触
（
摩
擦
）、

火
傷
・
裂
傷
及
び
打
撲
等
、

注
意
喚
起
の
徹
底
を
図
り
つ

つ
、
取
扱
い
及
び
処
理
に
お

け
る
連
携
動
作
を
確
認
し
た
。

い
、
衛
生
科
職
種
隊
員
と
し

て
、
傷
病
者
に
対
す
る
処
置

要
領
等
に
つ
い
て
認
識
の
統

一
を
図
っ
た
。

各
部
隊
は
、
本
訓
練
で
得

た
成
果
を
も
と
に
、
今
後
も

練
成
訓
練
を
継
続
し
て
、
衛

生
機
能
の
練
度
向
上
を
図
っ

て
い
く
。

第
21
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長
・
五
十
嵐
１
佐
）
は
、
十

月
二
十
二
日
、
秋
田
駐
屯
地

に
お
い
て
、
第
１
中
隊
（
中

隊
長
・
中
島
３
佐
）
約
四
十

名
と
秋
田
県
警
約
五
十
名
に

よ
る
共
同
実
動
訓
練
を
実
施

に
出
迎
え
ら
れ
た
後
、
慰
霊

碑
献
花
、
写
真
撮
影
、
状
況

報
告
（
幹
部
挨
拶
）、
施
設

巡
視
、
部
隊
長
と
の
懇
談
、

幹
部
及
び
陸
曹
と
の
懇
談
を

実
施
し
た
。

更
に
、
青
森
駐
屯
地
で

は
、
防
衛
館
を
視
察
さ
れ
、

旧
陸
軍
第
８
師
団
の
歴
史
を

主
と
し
た
資
料
及
び
展
示
物

を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
弘

前
駐
屯
地
に
お
い
て
は
、
営

内
居
室
を
巡
視
す
る
等
、
各

施
設
の
状
況
を
把
握
し
た
。営内居室の巡視（弘前駐屯地）営内居室の巡視（弘前駐屯地）

幹部との懇談（青森駐屯地）幹部との懇談（青森駐屯地）

機動路等の改修機動路等の改修

パトカーの先導による緊急輸送訓練パトカーの先導による緊急輸送訓練

収容所治療の状況収容所治療の状況化学火工品の取扱いの状況化学火工品の取扱いの状況

戦車戦闘射場の伐採戦車戦闘射場の伐採

練
磨
の
道
場
を
整
備

令
和
二
年
度

岩
手
山
演
習
場
秋
季
統
一
整
備

東
北
方
面
総
監
　

東
北
方
面
総
監
　

　
　
　
初
度
視
察

　
　
　
初
度
視
察

青
森
駐
屯
地
・
弘
前
駐
屯
地

青
森
駐
屯
地
・
弘
前
駐
屯
地

更
な
る
連
携
強
化
の

更
な
る
連
携
強
化
の

必
要
性
を
確
認

必
要
性
を
確
認

警
察
と
の
共
同
実
動
訓
練

警
察
と
の
共
同
実
動
訓
練

衛
生
救
護
能
力
の
向
上

衛
生
救
護
能
力
の
向
上

師
団
機
能
別
訓
練（
衛
生
）

師
団
機
能
別
訓
練（
衛
生
）

化
学
火
工
品
取
扱
い
の
連
携
動
作
の
確
認

化
学
火
工
品
取
扱
い
の
連
携
動
作
の
確
認

師
団
化
学
火
工
品
技
能
者
集
合
訓
練

師
団
化
学
火
工
品
技
能
者
集
合
訓
練



第
９
師
団
の
隊
員
及
び
ご
家
族
の
皆
様
、
東
北
各
県
の
協
力
団
体
・
関
係
機
関
並
び

に
地
域
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
が
健
や
か
な
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
一
年
間
の
隊
員
諸
官
一
人
一
人
の

職
務
に
対
す
る
精
励
と
、
関
係
各
位
の
第
９
師
団
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し

ま
し
て
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
々
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
質
・
量
に
優
れ
た
軍
事
力
を
有
す
る

国
家
が
集
中
し
た
厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
軍
事
力
の
さ
ら
な
る
強
化
や
軍
事
活
動
の

活
発
化
の
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
以
降
、
世
界
中
に
感
染
が
拡
大

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
落
ち
着
く
状
況
に
な
く
、
国
際
社
会
が
連
携

し
て
対
応
す
べ
き
課
題
と
な
り
、
同
ウ
イ
ル
ス
が
安
全
保
障
面
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
も
注
視
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
も
、
大
規
模
な
自
然
災
害
の
み
な
ら

ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
等
感
染
症
等
に
対
し
て
も
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
北
東
北
３
県
の
防
衛
・
警
備
に
万
全
を
期
す
た
め
、
師
団

と
し
て
常
に
危
機
感
を
も
っ
て
物
心
両
面
の
準
備
を
万
全
に
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
即
応
態
勢
の
維
持
・
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
健
全
な
部
隊
・

隊
員
を
育
成
し
、
厳
し
い
教
育
訓
練
を
継
続
し
て
、
各
種
脅
威
に
対
す
る
抑
止
及
び
対

応
能
力
の
向
上
を
図
り
、
任
務
を
完
遂
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
の
防
衛
の
た
め
、
隊
員
一
人
一
人
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
こ
と
を

目
指
し
、
部
隊
の
強
固
な
絆
を
築
き
、
何
時
如
何
な
る
状
況
に
お
い
て
も
「
即
動
必
遂
」

で
き
る
師
団
を
、
隊
員
と
と
も
に
汗
を
流
し
て
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
新
年
に
お
誓
い

い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
第
９
師
団
の
隊
員
を
は
じ
め
協
力
団
体
・
関
係
機
関
並
び
に

地
域
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
輝
か
し
く
希
望
に
満
ち
た
躍
進
の
年
と
な
る
こ

と
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
我
が
国
を
取
り
巻
く

国
際
情
勢
や
社
会
環
境
は
、
極
め
て
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
お
り
、
厳
し

さ
と
不
確
実
性
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
そ
の
一
つ
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
当
た

り
前
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
通
用
し

な
く
な
る
よ
う
な
状
況
が
生
じ
る
よ
う

に
な
る
中
、
我
々
は
情
報
や
変
化
に
対

す
る
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
、
新
た
な

こ
と
を
学
び
吸
収
し
、
創
造
性
や
柔
軟

性
を
発
揮
し
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
「
即

動
必
遂
」
し
得
る
力
を
養
っ
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
頭
に
あ
た
り
、
師
団
最
先
任
上
級

曹
長
と
し
て
さ
ら
な
る
師
団
の
精
強
化

の
た
め
、揺
る
ぎ
な
い
信
念
を
も
っ
て
、

准
曹
士
の
先
頭
に
立
ち
邁
進
し
て
参
り

ま
す
事
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

第
９
師
団
長

第
９
師
団
長

陸
将
陸
将亀亀

山山
慎
二
慎
二

第
９
師
団

第
９
師
団

最
先
任
上
級
曹
長

最
先
任
上
級
曹
長

准
陸
尉

准
陸
尉綿綿

引引
光
佐
光
佐

青森県　八甲田山系青森県　八甲田山系

―第９師団　2020を振り返って―

師 団 長
要望事項

第９師団

プロフェッショナ
ルで
あ
れ

強
固
な
絆
を
築
け

１月号１月号



主
要
行
事
等

１　
月

米
国
に
お
け
る
米
陸
軍
と
の
実
動
訓
練

（
１
月
２
日
～
２
月
６
日
：
39
普
連
）

各
部
隊
訓
練
始
め

各
駐
屯
地
成
人
式

師
団
機
能
別
訓
練（
衛
生
・
対
空
）

八
甲
田
演
習（
５
普
連
）

２　
月

岩
手
県
警
察
と
の
共
同
実
動
訓
練（
９
特
連
）

師
団
冬
季
戦
技
競
技
会

３　
月

11
月
入
隊
自
衛
官
候
補
生
修
了
式

第
34
代
第
９
師
団
長

岩
村
公
史
陸
将　

離
任
行
事

第
35
代
第
９
師
団
長

亀
山
慎
二
陸
将　

着
任
行
事

部
隊
長
離
・
着
任
行
事

（
９
施
大
・
９
偵
・
９
音
）

第
９
特
科
連
隊
廃
止
行
事

４　
月

第
一
次
師
団
指
揮
所
演
習

自
衛
官
候
補
生（
青
森
・
秋
田
）入
隊
式

師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
養
成
集
合
教
育
開
始

５　
月

自
衛
官
候
補
生
10
㎞
徒
歩
行
進
訓
練

師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
養
成
集
合
教
育

（
山
地
潜
入
総
合
・
水
路
潜
入
・
空
路
潜
入
）

６　
月

岩
手
山
演
習
場
春
季
統
一
整
備

国
際
緊
急
援
助
隊
総
合
訓
練

北
海
道
訓
練
セ
ン
タ
ー（
Ｈ
Ｔ
Ｃ
）

第
一
回
運
営
参
加（
39
普
連
）

各
駐
屯
地
自
衛
官
候
補
生
修
了
式

７　
月

部
隊
計
画
実
射
訓
練

（
５
普
連
・
21
普
連
・
９
後
支
連
）

師
団
レ
ン
ジ
ャ
ー
帰
還
式

国
際
緊
急
援
助
隊
派
遣
態
勢
維
持
開
始

部
隊
長
離
任
行
事（
９
後
支
連
）

短
Ｓ
Ａ
Ｍ
対
空
実
射
検
閲（
９
高
大
）

８　
月

部
隊
長
着
任
行
事（
９
後
支
連
）

偵
察
部
隊
等
訓
練

師
団
機
能
別
訓
練（
化
学
）

総
合
戦
闘
射
撃

（
５
普
連
・
21
普
連
・
９
後
支
連
）

秋
田
県
総
合
防
災
訓
練（
21
普
連
）

９　
月

岩
手
県
陸
・
海
・
空
自
衛
隊

殉
職
隊
員
合
同
追
悼
式

師
団
12
・
７
㎜
重
機
関
銃
対
空
実
射
訓
練

空
中
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
協
同
訓
練

（
９
飛
・
９
化
防
）

師
団
機
能
別
訓
練（
通
信
）

10　
月

師
団
長
感
謝
状
贈
呈
式

10
月
入
隊
自
衛
官
候
補
生
入
隊
式

師
団
射
撃
競
技
会

警
察
と
の
共
同
実
動
訓
練（
21
普
連
）

師
団
化
学
火
工
品
技
能
者
集
合
訓
練

11　
月

師
団
機
能
別
訓
練（
衛
生
）

岩
手
山
演
習
場
秋
季
統
一
整
備

み
ち
の
く
ア
ラ
ー
ト
２
０
２
０（
実
動
訓
練
）

師
団
夏
季
訓
練
検
閲

（
９
高
大
・
９
通
大
・
９
飛
・
９
化
防
）

12　
月

Ｆ
Ｔ
Ｃ
訓
練（
５
普
連
）

み
ち
の
く
ア
ラ
ー
ト
２
０
２
０（
図
上
訓
練
）

青森県　八甲田山系青森県　八甲田山系

12月

11月

10月

9月

8月

7月

6月

5月

4月

3月

2月

1月

FTC訓練FTC訓練

師団夏季訓練検閲師団夏季訓練検閲

師団射撃競技会師団射撃競技会

師団機能別訓練（通信）師団機能別訓練（通信）

総合戦闘射撃総合戦闘射撃

短SAM対空実射検閲短SAM対空実射検閲

岩手山演習場春季統一整備岩手山演習場春季統一整備

師団レンジャー養成集合教育（ロープ橋）師団レンジャー養成集合教育（ロープ橋）

自衛官候補生（青森・秋田）入隊式自衛官候補生（青森・秋田）入隊式

第35代第９師団長亀山慎二陸将着任行事第35代第９師団長亀山慎二陸将着任行事

師団冬季戦技競技会師団冬季戦技競技会

米国における米陸軍との実動訓練米国における米陸軍との実動訓練

―第９師団　2020を振り返って―



弘済企業株式会社

防衛省 が ん 保 険
（ ア フ ラ ッ ク ）

共済組合
団体取扱

防衛省 火 災 保 険共済組合
団体取扱

青森：成田、後藤（内線 6374）　八戸：小田桐、牟田（内線 3365）
弘前：武田（内線 478）　岩手：菅原（内線 343）　秋田：小玉（内線 270）

<お見積・資料請求 http://webby.aflac.co.jp/bouei/>

詳しくは、下記の各駐屯地保険常駐員にご相談ください。

☆その他 各種損害保険
【取扱代理店】

防衛省 団 体 傷 害 保 険
職 員
家 族
退職後

総 合 賠 償 型（特約）
親 介 護 補 償 型（特約）
団体長期障害所得補償保険

日常生活で他人を傷つけたり
財物を壊したときの備え
親御さんが要介護状態となっ
た場合の備え
病気やけがで働けなくなった
ときの所得減少への備え
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